
１．はじめに                                    

このまちなみウォッチングは、良好な景観形成を進めるた

め、その担い手である市⺠の皆様に、景観は共有財産である

ことを改めて考えていただくきっかけ作りとして⾏うもの

です。 

市⺠の皆様が、自分たちの住むまちを観察し、景観資源を

知り、親しみを持ってもらうとともに、景観づくりの意識の

醸成を図ることを目的としています。 

昨年度に引き続き、神奈川県建築⼠事務所協会相模原⽀部

と共催し、一級建築士の説明を受けながら、景観資源を視察

しました。 

２．開催日時                       

平成２９年１１⽉１７⽇（⾦） 

９時４５分〜１６時１０分 

３．参加人数（抽選）                  

１８名 

４．⾏程                        

大山道や甲州街道など、古の道を巡る７ヵ所を選定しました。 

 

視察① 小原宿本陣 

 甲州街道沿いに形成された集落

と歴史を伝える、県下で唯一現存す

る本陣です。まちなみ景観としても

親しまれており、市の景観重要建造

物として指定されています。 

今回は、実際に甲州街道沿いを歩

き、周辺に残る宿場町のまちなみを

⾒てまわりました。 

視察② 宮坂 

相模原の中段から上段に至る地形が分かる坂であり、現在

では中央区と南区を分ける重要な役割も果たしています。本

来、区界となるのは他の坂でしたが、関東大震災による土砂

崩れなどにより、坂の道筋

が変わっていったことで、

現在の宮坂が担うこととな

ったそうです。 

視察③ 八景の棚 

 この周辺は旧来より⼋景の棚と呼ばれ、現在⼋景を南北に

通る県道４６号線は「八王子道」と呼ばれていたそうです。

天気が良く、相模川や丹沢⼭系を⼀望できました。 

 

視察④ 当麻の渡し 

 現在、昭和橋が架かっている辺りに渡しがあり、交通の拠

点となっていたこともあり、宿場町として栄えていたそうで

す。当時は船で川を渡るだけでなく、浅い場所を探して、人

が人を担いで渡っていた記録があるなど、興味深いが聞けま

した。 
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視察⑤ 無量光寺坂上 

無量光寺と相模原愛川イン

ターチェンジの周辺にある

坂から、下段の地形と物流

や交通を担う新しい道であ

る圏央道を一望しました。 

視察⑥ 望地の渡し・うま坂 

 望地キャンプ場でマイクロバスを降り、歩いて視察しまし

た。久所（ぐぞ）の渡しができる前は、望地の渡しが大山道

の主たる渡船場を担っていたそうです。 

また、うま坂の由来は坂下で草競⾺が⾏われていたことに

あると言われています。 

  

  

  

 

視察⑦ 久所の渡し 

 相模川を挟んで対岸の交通路は、⼤正１３年に⾼⽥橋がで

きるまで渡し船によって⾏われており、当時は大山参りの

⼈々が利⽤し、久所は宿場町として栄えていたそうです。 

 

５．参加者の感想                    

参加していただいた皆様に、今回のまちなみウォッチング

と景観に関するアンケートに回答していただきました。 

【視察先BEST3】 

①小原宿本陣周辺/②八景の棚/③望地の渡し・うま坂 

【阻害要因WORST3】 

①けばけばしい屋外広告物/②管理が⾏き届いていない空き家など

の建築物/③街中にある電柱や電線 

【求めるものBEST3】①景観を眺望できる場所の整備/①市⺠が参

加できる体制づくり/③商店街の整備（①は同票） 

【そのほか全体ご意⾒（抜粋）】 

・初めての参加でしたが、良い企画だと思います。何気なく

過ごしてきましたが、再発⾒しました。解説の⽅の雑学にも

驚きでした。 

・普段何気なく歩いている道ですが、古の道へと想い馳せる

ことができた１日でした。「道」について色々な視点から考

えることができました。 

・とても分かりやすい説明で、お話の全てが興味深いもので

した。今回のテーマ以外の情報もたくさん話してもらい、と

ても有意義な１⽇でした。「道に対して歩く良さを⾒直して

みては？」という⾔葉が印象的でした。 

・とても楽しく、相模原がもっと好きになりました。ありが

とうございました。 

６．事務局より                      

本年度は1回のみの開催でしたが、たくさんの方にご応

募いただきました。この場を借りてお礼申し上げます。 

今回のテーマは『道』ということで、眺めるだけでなく、

実際に歩いてみることで、初めて感じることのできる景観や、

普段気がつかなかったことを、再発⾒いただけるようなイベ

ントにしようと準備をしてまいりました。 

また、ちょうど紅葉の時期と重なっていたこともあり、参

加された皆様は、移動中や視察場所で説明に耳を傾けながら、

紅葉を楽しまれていたように感じます。 

 美しい眺望の場も魅⼒的ですが、普段何気なく歩いている

道も、意識して歩くことで魅⼒的な発⾒があるかもしれませ

ん。 

  


